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登米地域アマチュア無線クラブ    平成２９年８月２１日発行 

 
 

 

 

梅雨明け宣言から３週間ほど経つというのに、延々とぐずついた天気が続いていてうんざりの

今日この頃ですが、会員の皆様はいかがお過ごしでしょうか？ 

お空のコンディションは、Ｅスポシーズンが終わる頃となり、ＤＸに関しても太陽活動が低調

で、国内外問わずなかなか思うように交信を楽しめない状況であるように感じられます。 

さて、今年度も事務局便りを発行する時期となりましたので、毎度同様のパターンで恐縮です

が、当クラブの今年度のこれまでの活動について振り返るとともに、今後の予定、古い無線機の

スプリアス確認保証についてお知らせ致します。 

平成２９年度 １月～８月の活動報告  

期  日 事  業  名 会  場 

H29. 1.12 (木) 平成２９年度総会 中田農村環境改善センター 

H29. 2. 5 (日) オンエアーミーティング －―――――― 

H29. 3. 5 (日) 定例会・技術講習会 中田農村環境改善センター 

H29. 4. 5 (水) 定 例 会 〃 

H29. 4.15 (土) オンエアーミーティング －―――――― 

H29. 5. 5 (金) 
定 例 会 
フォックスハンティング実行委員会 

中田農村環境改善センター 

H29. 5.28 (日) 第４５回モービルフォックスハンティング 宝江ふれあいセンター 

H29. 6. 5 (月) オンエアーミーティング －―――――― 

H29. 6.11 (日) 登米市総合防災訓練参加（非常通信訓練実施） 登米市消防防災センター 

H29. 7. 5 (水) 定 例 会 中田農村環境改善センター 

H29. 8. 6 (日) 移動運用（移動定例会） 登米町草飼山 

H29. 8.19 (土) オンエアーミーティング ――――――― 

H29. 8.22 (火) 事務局だより発行 ――――――― 

 

● 定例会 

昨年度は、少しでも参加者が増えることを期待して第３土曜日の開催を試行しましたが、残念

ながらその効果は無かったため、今年度は従前どおり毎月５日の開催に戻しました。 

現状は、結局何も変わらず、定例会への参加者数は毎回３名前後と非常に少なく、寂しい状況

が続いています。 

この状況を好転させる妙案があればよいのですが、今のとこを打つ手が思い当らず行き詰って

います。このままだと今後のクラブの活動はどうなることやら、正直不安が募ります・・・。
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● 技術講習会 ･･･ デジタルモードによるネットワークコミュニケーション ･･･ ３月５日 

「D-STAR や C4FM などの最新デジタルモードを利用したネットワークコミュニケーション（リ

フレクターの活用）の解説と実演」と題して、副会長のＪＡ７ＲＯＣ佐々木ＯＭを講師として開

催しました。 

佐々木ＯＭには、詳細な資料の提供と解説、並びに必要機材の持ち込み・実演をしていただき

ました。参加者にとってはほとんど馴染みがない分野のことであり、その全容を把握・理解する

のはなかなか難しかったかもしれません。それでも、佐々木ＯＭの熱心な説明と実演で、なんと

なくイメージはつかめたものと思われます。 

せっかくの技術講習会でしたが、当日の参加者は定例会同様、極めて少なく残念でした。 

なお、参加できなかった皆さんには、当日使用した資料を後日（3/8）送付させて頂きました。 

 

● 第４５回フォックスハンティング ･･･ １６チーム／２１名が参加 ･･･ ５月２８日 

当日の競技開始前の時間帯には通り雨があり、

オンエアーの準備をしていたＦＯＸにとっては

邪魔雨となりましたが、競技中は概ね曇り空で問

題なくフォックスハンティングを行うことがで

きました。 

エントリーは１６チーム・２１名で、熱戦が繰

り広げられました。チーム数は前年度より１チー

ム増、ハンターの人数は前年度と同数でした。な

お、地元（宮城県内）からの参加は、当クラブか

ら３チーム・４名、クラブ員以外のチームが１チーム・２名でした。今回は、昨年までハンター

として参加していたクラブ員の内２名がＦＯＸ役に回ったため、クラブメンバーのチーム数・参

加人数ともに減ることになったのが少し残念でした。クラブとしては、限られた活動メンバーか

らスタッフを確保するのがなかなか大変な状況で、なんらかの対策が必要だと考えているところ

です。 

 

 

開会式の様子 

閉会式後 皆でパチリ！ 
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競技結果は下表のとおりです。（競技開始時刻は１０：１５） 

順位 チームメンバー 
ＦＯＸ１ 

発見時刻 

ＦＯＸ２ 

発見時刻 

所要時間 

（ 分 ） 

１  ＪＨ１ＦＦＶ，茂泉，岸塚 １１：３８ １０：５５  ８３ 

２  ＪＳ１ＧＶＹ １１：４０ １０：４８  ８５ 

３  ＪＨ１ＭＴＧ １０：４９ １１：４２  ９４ 

４  ＪＥ１ＷＫＷ １１：５４ １０：５７  ９９ 

５  ＪＬ１ＢＬＳ １２：００ １０：３７ １０５ 

６  ＪＡ１ＯＱＤ １０：５３ １２：０９ １１４ 

７  ＪＡ１ＨＯＷ １２：１２ １１：１７ １１７ 

８  ＪＦ１ＳＱＳ － １０：５７  ４２ 

９  ＪＲ７ＪＮＸ － １０：５８  ４３ 

１０  ＪＧ１ＴＲＹ １１：２０ －  ６５ 

１１  ＪＪ７ＨＦＰ １１：２１ －  ６６ 

１２  ＪＬ１ＣＭＬ １１：４１ －  ８６ 

－  ＪＡ７ＴＨＥ，ＪＰ１ＡＷＰ － － － 

－  ＪＰ７ＡＹＭ，ＪＰ７ＡＹＮ － － － 

－  ＪＨ７ＲＶＲ － － － 

－  ＪＦ７ＣＹＬ，ＪＯ７ＬＹＱ － － － 

＊ 実際には秒単位まで記録をとり順位を決定しています。 

＊ ピンク色の欄は当クラブメンバーです。 

※ フォックスハンティングの詳細（ＦＯＸの場所やスナップ写真など）は当クラブのＷｅｂページ

に掲載していますので併せてご覧下さい。（ＵＲＬ＝http://www.jarl.com/tome/） 

 

●登米市総合防災訓練 ･･･ ６名が参加 ･･･ ６月１１日 

昨年度に引き続き、今年度も登米市から総合防

災訓練参加要請があり、非常通信訓練を行いまし

た。今回で通算５回目の訓練参加となりました。 

内容は昨年度と同様で、登米市からシナリオ等

は一切提示されず、訓練の中身は全てクラブに一

任されたような状況でした。従って、参加者は当

クラブで予め作成した非常通信訓練実施計画書に

基づきつつ、現場の状況を見極めて臨機応変に対応しました。参加者にとってはとても有益な訓

練になりました。 

参加局は、本部要員としてＪＡ７ＫＴＸ、ＪＨ７ＦＢＸの２名、訓練重点地域（米山町）への

移動局としてＪＡ７ＩＵＸ、その他の市内移動局としてＪＪ７ＨＦＰ、さらに各地からの情報提

供局として顧問のＪＡ７ＬＮ、およびＪＪ７ＣＭＭ（非クラブ員）の２名、以上合わせて６名の

方々にご協力をいただきました。 

今回、都合により参加できなかった会員の皆さんにつきましては、次の機会に是非参加してい

ただきますようお願い致します。
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● 移動運用 ･･･参加は３名 ･･･ ８月６日 

今回は、過去に何度も行っている登米町の草飼山（運

用場所の標高は約１００ｍ）での運用を行いました。

参加者はＪＡ７ＫＴＸ、ＪＨ７ＲＶＲ、ＪＡ７ＩＵＸ

の計３局でした。 

当日は曇り空で時々日差しが出る天気で、少し蒸し

暑い感じではありましたが、まずまずの移動運用日和

でした。 

参加各局は、それぞれ持参した無線設備をセットアップして運用しましたが、コンディション

がいまひとつだったり、相手局が見つからない、トランシーバーのトラブル等、様々な要因によ

り交信数はわずかとなってしまいました。 

次回は多くの皆さんに参加していただき、親交も深めつつ移動運用

を楽しんでいただければ幸いです。 

   

 

 

平成２９年９～１２月の活動予定  

期日・曜日 事  業  名 会  場 

H29. 9. 5 (火) 定 例 会 中田農村環境改善センター 

H29.10. 5 (木) オンエアーミーティング（定例会なし） --------- 

H29.11. 4 (土) 親睦会（インドア移動定例会） 未  定 

H29.12. 5 (火) 定例会及び役員会（次年度総会等について） 中田農村環境改善センター 

H29.12.16 (土) オンエアーミーティング --------- 

※ 今後の定例会は９月５日（火）と１２月５日（火）の２回のみです。 

１０月は定例会の代わりにオンエアーミーティングとなっていますので、お間違えな

いようお願いします。 

また、１１月は親睦会が定例会を兼ねます。 

※ H29.9.10（日）に「JARL 宮城県支部ハムの集い」が仙台自動車整備工業団地協同組

合会館で開催されます。詳細は同封しました「JARL宮城県支部だより」をご覧下さい。 

 

ＪＡ７ＫＴＸさんの運用状況 ＪＡ７ＩＵＸ局の運用状況 ＪＡ７ＫＴＸ局の運用状況 ＪＨ７ＲＶＲ局の運用状況 
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 古い無線機のスプリアス確認保証について  

電波法に定める技術基準の改正により、平成１９年１１月３０日以前に製造された無線機（旧

スプリアス規格の古い無線設備）は、そのままでは平成３４年１２月以降は使用できなくなりま

す。 

今後の再免許手続きの際、免許を受けている無線設備の中に旧スプリアス規格の無線設備が含

まれている場合、再免許手続き後に発給される新しい無線局免許状には、「新スプリアス基準に合

致する確認がとれていない無線設備は平成 34年 11月 30日までの使用に限る。」という条件が付

されことになります。 

ただし、そのような古い無線設備であっても、新スプリアス規格に適合する無線機については、

総合通信局等に対し「スプリアス発射及び不要発射の強度確認届出書」を提出することで、平成

３４年１２月以降も使用することが可能です。 

その手続きの簡便な方法として、アマチュア局の場合は、ＪＡＲＤ（一般財団法人日本アマチ

ュア無線振興協会）が実施する「スプリアス確認保証」を受けて対応することが認められていま

す。 

なお、スプリアス確認保証は「現に免許を受けている無線機」についてのみ受けられます。新

規に購入や、友人等から譲渡された無線機については、スプリアス確認保証ではなく、先に無線

設備の変更手続が必要ですので注意願います。 

「スプリアス確認保証可能機器リスト」（約 1000機種）は、ＪＡＲＤのホームページに掲載さ

れていますので、必要な方は確認願います。また、現時点で機器単体ではスプリアス確認保証を

行えない機器リストも掲載されています。 

さらに、ＪＡＲＤでは、手持ちの無線機がリストにない場合などにつて相談に乗ってくれるよ

うです。 

相談窓口  JARD保証事業センター（スプリアス確認保証担当） 

TEL 03-3910-7286  E-mail:sp-con@jard.or.jp 

 

では、続いて、具体的な手続きや手数料について示します。 

 

１ スプリアス確認保証の申込み方法 

（１）書面による場合 

「スプリアス確認保証願書」及び「スプリアス発射及び不要発射の強度確認届出書（アマチ

ュ局の保証用）に必要事項を記入の上、ＪＡＲＤ保証事業センターあてに送付 

（２）電子メールによる場合 

ＪＡＲＤのホームページから、申込みに必要な様式をダウンロードして、必要事項を記入の

上、メールに添付して指定のアドレス宛に送付 

■申込みに必要な書類 

① 「スプリアス確認保証願書」 

②「スプリアス発射及び不要発射の強度確認届出書（アマチュ局の保証用）」 

（３）電子申込みによる場合 

ＪＡＲＤホームページから手続き 

■ＪＡＲＤ保証事業サイト（Ｗｅｂによるスプリアス確認保証申込み） 
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事務局 三浦明彦（ＪＡ７ＩＵＸ） 

 〒987-0602 中田町上沼字大泉門畑 55-1 

 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.jarl.com/tome/ 

 Ｅ - m a i l：ja7iux@jarl.com 

 Ｔ Ｅ Ｌ：０２２０－３４－４９８６ 

※ ＪＡＲＤが総合通信局等へ必要な手続きを行った後、「スプリアス確認保証通知書」が保証を

願い出た者に送付されます。（返信用封筒の送付は不要） 

届いた「スプリアス確認保証通知書」は本人保管用で、その後の総合通信局等への手続き際

に添付する必要はありません。（ＪＡＲＤが本人に代わって手続きをしてくれているため） 

 

２ 保証料について 

スプリアス確認書等の記入（入力）が済んだら、スプリアス確認保証を受ける無線設備の台数

に応じた保証料をＪＡＲＤに振り込みます。 

スプリアス確認保証料の内訳 

・基本料（基本料には１台分の保証料が含まれます） ２,５００円（税込み） 

・２台目以降  ２台目以降は装置１台毎に１,０００円（税込み） 

例：３台出願の場合 

１台目 ２,５００円 ＋（２台×１,０００円）＝４,５００円 

※ 保証料について、ＪＡＲＬ会員で複数台の出願をする場合、２台目以降の２台分（2,000

円）を 1回に限り減額するなどの特例措置があります。詳しくはＪＡＲＤのホームページで

確認してください。 

 

３ 経過措置が終了したときの影響 

平成２９年１１月３０日に旧スプリアス機器係る経過措置が終了します。その影響については

下記のとおりとなります。 

（１）平成１９年１１月３０日以前に製造、製作された旧スプリアス規格の無線設備（メーカー

製、自作等を含む。）による、アマチュ局の開設、変更（増設・取替え）については、経過措

置により平成２９年１１月３０日までは免許又は許可を受けることができることとされてい

ます。この経過措置は、平成２９年１１月３０日までに新たに無線設備を追加、取り替え等

を行う際に該当するものであり、既設局への影響はありません。 

（２）この経過措置終了に伴い、平成２９年１２月１日以降に開設、変更（増設・取替え）の手

続きを行う場合は、無線設備が新スプリアス規格に適合していることが求められます。 

そのため、ＪＡＲＤでも保証対象の無線機器の新スプリアス規格への適合を確認して保証

を行うことになります。 

なお、ＪＡＲＤが公表している「スプリアス確認保証可能機器リスト」に掲載されている

機器については、ＪＡＲＤが実際に測定を行い、新スプリアス規格機器として保証可能機器

であると判断したものですので、平成２９年１２月１日以降もＪＡＲＤの保証を受けること

により免許・許可を受ける事が可能です。 

 

●この「スプリアス確認保証」について、詳しくはＪＡＲＤのホームページをご覧願います。 

ＵＲＬ＝ https://www.jard.or.jp/ 

 

お空のコンディションやアマチュア無線界全体のアクティ
ビィティが低調だと感じるせいか、自分自身のハム熱？も
同調するようにいささか下降傾向かも・・・。しかし、ま
だまだやりたいことがあったはずだし、これからも楽しめ
るはず！と自分に言い聞かせている今日この頃です。 

Let's enjoy "Ham life"  Aki 


